










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































麟 織 ζ難li毒 鵬 駕 億峯 纈1選`穣
三村山極楽寺周辺遺跡図
(警懸 欝 翫 螺懸 鋼 轡 瓦と「極楽寺麟 鐘一三村麟 寺の創建)
用
す
る
方
針
を
示
し
た
。
小
田
時
知
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
先
取
り
す
る
形
で
忍
性
を
招
い
た
形
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
宇
都
宮
・八
田
(小
田
)
氏
一
族
の
文
化
的
水
準
の
高
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
族
が
そ
の
文
化
性
を
発
揮
・
展
開
し
え
た
背
景
と
し
て
下
野
東
部
か
ら
常
陸
西
・
南
部
の
地
域
に
古
代
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
文
化
環
境
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
堤
禎
子
氏
は
常
陸
南
部
に
讐
え
る
筑
波
山
を
「観
音
の
浄
土
と
い
わ
れ
た
日
光
男
体
山
を
臨
む
、
古
く
か
ら
の
聖
地
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
山
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
、
古
代
以
来
の
仏
教
文
化
の
中
心
で
あ
る
」
と
評
し
、
ま
た
小
田
氏
が
鹿
島
社
を
氏
神
と
し
、筑
波
山
別
当
を
一
族
内
で
掌
握
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
　　
　
い
る
が
、
小
田
氏
の
本
宗
家
に
あ
た
る
宇
都
宮
氏
や
そ
の
姻
戚
で
あ
る
小
山
氏
の
支
配
下
に
あ
る
下
野
東
部
地
域
も
下
野
薬
師
寺
や
宇
都
宮
社
の
存
在
が
示
す
よ
う
に
古
代
以
来
仏
教
文
化
の
光
芒
を
放
つ
所
だ
っ
10
(12
>
た
の
で
あ
る
。
東国に下った仏教者と在地武士
注
(
1
)
拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」
、
同
「
宇
都
宮
頼
綱
-
京
都
で
活
動
し
た
東
国
武
士
」
。
(
2
)
宇
都
宮
歌
壇
に
つ
い
て
は
小
林
一
彦
「宇
都
宮
歌
壇
の
再
考
察
」
(
『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
六
三
年
三
月
号
、
一
九
八
八
年
)
を
参
照
。
(
3
)
小
野
一
之
「
聖
徳
太
子
墓
の
展
開
と
叡
福
寺
の
成
立
」
(
『
日
本
史
研
究
』
第
三
四
二
号
、
一
九
九
一
年
)
。
(
4
)
山
本
隆
志
「関
東
武
士
の
在
京
活
動
ー
宇
都
宮
頼
綱
を
中
心
に
ー
」
(
『史
潮
』
新
六
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
)
。
(
5
)
稲
田
の
西
念
寺
の
伝
に
よ
れ
ば
、
親
鶯
が
こ
こ
に
来
た
と
き
の
領
主
は
頼
綱
の
弟
の
頼
重
と
い
い
、
同
じ
境
内
に
は
彼
の
墓
所
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
在
は
確
認
で
き
な
い
。
(
6
)
平
雅
行
「
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
」
『大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
〇
巻
、
二
〇
〇
〇
年
。
(
7
)
拙
稿
「
執
権
体
制
下
の
三
浦
氏
」
峰
岸
純
夫
編
『
三
浦
氏
の
研
究
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
八
三
年
、
の
注
(10
)
を
参
照
。
(8
)
日
向
廃
寺
を
は
じ
め
と
す
る
小
田
氏
進
出
以
前
の
筑
波
北
条
に
お
け
る
考
古
学
的
研
究
成
果
の
大
要
に
つ
い
て
は
大
関
武
「
中
世
筑
波
北
条
の
歴
史
的
景
観
-
小
泉
館
を
中
心
に
ー
」
(
市
村
高
男
監
修
・
茨
城
県
立
歴
史
館
編
『
中
世
東
国
の
内
海
世
界
-
筑
波
山
・
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
1
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
)
、
平
沢
寺
に
つ
い
て
は
企
画
展
図
録
「武
蔵
武
士
と
寺
院
」
(埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
)
大
庭
の
地
蔵
院
に
つ
い
て
は
大
澤
伸
啓
「
鎌
倉
時
代
関
東
に
お
け
る
浄
土
庭
園
を
有
す
る
寺
院
に
つ
い
て
」
(
『唐
澤
考
古
』
第
一
二
号
、
一
九
九
三
年
)
を
参
照
。
(9
)
網
野
善
彦
「
常
陸
国
」
(同
『日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
)
。
(10
)
糸
賀
茂
男
「
忍
性
の
開
い
た
寺
i
三
村
寺
ー
」
(網
野
善
彦
・石
井
進
編
『中
世
の
風
景
を
読
む
第
二
巻
都
市
鎌
倉
と
坂
東
の
海
に
暮
ら
す
』
11
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
)
、
桃
崎
祐
輔
「常
陸
三
村
山
採
集
の
永
福
寺
系
瓦
と
「
極
楽
寺
」
銘
梵
鐘
-
三
村
山
極
楽
寺
の
創
建
と
八
田
知
家
を
め
ぐ
る
宗
教
環
境
1
」
(
『歴
史
人
類
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
三
年
)。
(1
)
堤
禎
子
「
常
陸
・
北
下
総
に
お
け
る
律
宗
教
団
の
痕
跡
」
(
『鎌
倉
』
第
六
六
号
、
一
九
九
一
年
)
。
な
お
、
鹿
島
社
と
京
都
・
鎌
倉
あ
る
い
は
小
田
氏
.
宇
都
宮
氏
と
の
文
化
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
川
博
夫
「鹿
島
の
宗
教
文
化
圏
-
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
七
巻
第
一
一
号
、
二
〇
〇
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(12
)
鎌
倉
時
代
前
後
の
下
野
薬
師
寺
に
つ
い
て
は
、
永
村
眞
「
下
野
薬
師
寺
の
再
興
」
(
『栃
木
県
史
研
究
』
第
二
〇
号
、
一
九
八
一
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
宇
都
宮
氏
の
始
祖
で
あ
る
宗
円
が
摂
関
家
の
庶
流
の
出
身
で
、
河
内
源
氏
と
所
縁
の
深
い
三
井
寺
(園
城
寺
)
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
も
(拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」
参
照
)
、
宇
都
宮
氏
周
辺
に
お
け
る
仏
教
文
化
振
興
の
背
景
と
し
て
銘
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
12
 
三
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
と
の
関
わ
り
か
ら
東
国
武
士
は
質
実
素
朴
・
無
知
文
盲
で
あ
っ
て
、
京
都
の
貴
族
文
化
と
対
極
的
な
存
在
の
よ
う
に
語
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
鎌
倉
幕
府
草
創
期
の
頃
、
将
軍
や
北
条
氏
、
そ
れ
に
御
家
人
た
ち
は
優
れ
た
僧
侶
を
競
っ
て
迎
え
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
難
し
く
、
し
か
る
が
ゆ
え
に
、
嘉
禄
の
法
難
(
一
二
二
七
年
)
で
陸
奥
に
流
罪
に
な
っ
た
隆
寛
を
毛
利
季
光
(大
江
広
元
の
子
)
が
保
護
　　
　
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
事
情
で
畿
内
に
活
躍
の
場
を
見
出
せ
な
く
な
っ
た
僧
侶
を
積
極
的
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
東
国
下
向
を
志
し
た
仏
教
者
は
寄
寓
先
を
選
択
す
る
立
場
に
あ
り
、
当
然
そ
こ
に
は
容
易
に
経
典
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
文
化
的
な
環
境
が
備
わ
っ
た
地
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
親
鶯
が
笠
間
に
下
っ
た
第
一
の
理
由
は
奈
辺
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
東国に下った仏教者と在地武士
し
か
し
、
や
が
て
体
制
化
し
た
幕
府
は
自
ら
の
権
力
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
作
善
を
評
価
せ
ず
に
社
会
規
範
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
　　
　
造
悪
無
碍
(破
戒
を
や
む
を
え
な
い
も
の
と
す
る
)
の
専
修
念
仏
に
対
し
て
弾
圧
の
方
針
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
将
軍
権
力
と
北
条
氏
得
宗
が
対
立
し
た
挙
句
、
宝
治
合
戦
で
得
宗
が
勝
利
を
収
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
将
軍
と
そ
の
実
家
で
あ
る
九
条
家
な
ど
に
よ
つ
て
京
都
か
ら
招
か
れ
て
い
た
顕
密
僧
に
代
わ
っ
て
斎
戒
を
重
視
す
る
禅
律
僧
が
北
条
氏
得
宗
に
よ
っ
て
幕
府
の
保
護
を
得
る
よ
う
に
　　
　
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
法
然
門
流
で
も
持
戒
念
仏
派
が
鎌
倉
へ
の
進
出
を
は
か
り
、
と
く
に
鎮
西
派
の
良
忠
は
下
総
国
匝
瑳
南
　　
　
条
庄
地
頭
の
椎
名
氏
な
ど
に
迎
え
ら
れ
て
活
発
な
布
教
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
常
陸
西
部
の
笠
間
か
ら
親
鷺
が
去
っ
た
後
、
近
隣
の
小
田
に
忍
性
が
止
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
の
変
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
招
い
た
宇
都
宮
一
族
に
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
笠
間
や
小
田
の
地
が
親
驚
・
忍
性
を
惹
き
つ
け
る
だ
け
の
文
化
的
に
魅
力
あ
る
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
宇
都
宮
氏
}
族
と
律
宗
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
忍
性
の
問
題
と
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
鎌
倉
幕
府
成
立
期
に
活
躍
し
た
中
原
氏
系
の
宇
都
宮
氏
の
信
房
が
、
京
都
泉
涌
寺
を
拠
点
に
北
京
律
宗
を
興
し
た
俊
茄
の
外
護
者
で
あ
っ
た
こ
　ら
　
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
注
(1
)
平
雅
行
「
親
鶯
思
想
の
変
容
」
。
(2
)
平
雅
行
「
親
鶯
思
想
の
変
容
」
。
嘉
禄
二
年
(
一
二
二
六
)
正
月
、
幕
府
は
所
領
を
賭
け
た
双
六
・
博
戯
を
禁
じ
て
い
る
が
(
『
吾
妻
鏡
』
同
二
十
六
日
条
)
、
建
長
二
年
(
一
二
五
〇
)
十
一
月
に
い
た
っ
て
、
さ
ら
に
陸
奥
・
常
陸
・
下
総
を
対
象
に
し
て
博
突
禁
止
令
を
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
守
護
に
そ
の
取
り
締
ま
り
を
命
じ
て
い
る
。
常
陸
・
下
総
が
親
鶯
の
布
教
圏
に
重
な
る
の
は
偶
然
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
13
(3
)
平
雅
行
「
親
鷲
思
想
の
変
容
」。
(4
)
大
橋
俊
雄
「良
忠
の
東
国
教
化
と
教
団
形
成
の
過
程
」
(
『歴
史
地
理
』
第
九
〇
巻
第
二
号
、
一
九
六
一
年
)
、
同
「
良
忠
の
東
国
進
出
と
鎌
倉
蓮
華
寺
」
(
『三
浦
古
文
化
』
第
一
七
号
、
一
九
七
五
年
)
、
梶
村
昇
『聖
光
と
良
忠
-
浄
土
宗
三
代
の
物
語
1
』
(浄
土
宗
宗
務
庁
、
二
〇
〇
八
年
)。
な
お
、
椎
名
氏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
下
総
国
匝
瑳
南
条
庄
地
頭
椎
名
氏
に
つ
い
て
」
(同
『中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
七
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(5
)
宮
崎
圓
遵
「泉
涌
寺
の
建
立
と
宇
都
宮
信
房
」
(
石
田
充
之
編
『鎌
倉
仏
教
の
成
立
俊
栃
律
師
』
法
蔵
館
、
一
九
七
二
年
)
。
な
お
、
宇
都
宮
氏
の
本
流
(藤
原
氏
系
)
と
中
原
氏
系
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」
、
信
房
の
系
統
の
鎮
西
進
出
に
つ
い
て
、
拙
稿
「治
承
・
寿
永
争
乱
に
と
も
な
う
鎌
倉
勢
力
の
鎮
西
進
出
に
つ
い
て
」
(京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
五
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
14
 
お
わ
り
に
課
題
と
展
望
親
驚
は
な
ぜ
東
国
を
目
指
し
た
の
か
。
忍
性
は
な
ぜ
常
陸
に
向
か
っ
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
、
受
け
入
れ
た
側
の
在
地
武
士
の
存
在
形
態
や
地
域
の
文
化
的
環
境
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
(そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
先
学
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
)
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
を
踏
ま
え
て
、
東
国
に
お
け
る
仏
教
勢
力
の
地
域
的
偏
差
や
交
代
に
つ
い
て
も
見
通
し
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
本
稿
で
は
十
分
に
取
り
上
げ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
然
阿
良
忠
の
活
動
や
宇
都
宮
氏
同
様
に
歌
壇
で
活
躍
し
た
東
(木
内
)
氏
一
族
か
ら
渡
元
を
果
た
し
て
六
波
羅
に
那
蘭
陀
寺
を
創
建
し
た
道
源
(木
内
胤
直
)
や
建
仁
寺
に
属
す
る
禅
僧
が
輩
出
し
た
背
景
、
ま
た
建
長
の
政
変
に
東国に下った仏教者と在地武士
　こ
連
坐
し
て
捕
縛
さ
れ
た
千
葉
氏
一
族
の
出
身
で
九
条
家
に
仕
え
た
顕
密
僧
了
行
の
問
題
な
ど
で
あ
る
。
先
に
房
総
半
島
の
先
端
・
安
房
　　
　
の
地
で
鎌
倉
仏
教
の
一
翼
を
に
な
う
日
蓮
が
育
っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
中
世
前
期
に
お
け
る
東
国
の
文
化
環
境
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
中
世
武
士
論
を
専
攻
す
る
私
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
政
治
史
の
立
場
か
ら
こ
の
時
代
の
東
国
武
士
の
存
在
形
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
仏
教
史
は
専
門
外
で
あ
る
。
東
国
武
士
を
非
文
化
的
存
在
と
み
な
す
在
来
の
理
解
に
疑
問
を
持
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ま
っ
た
く
未
知
の
領
域
に
足
を
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
感
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
お
そ
ら
く
多
く
の
誤
解
や
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
現
在
大
き
な
勢
力
を
有
す
る
諸
宗
派
の
祖
師
に
対
す
る
仏
教
史
研
究
者
の
姿
勢
に
は
同
じ
歴
史
学
者
と
し
て
　　
　
疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
も
と
も
と
僧
侶
の
立
場
に
あ
っ
た
り
、
宗
門
に
属
し
て
い
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
実
証
的
な
理
解
よ
り
も
信
仰
心
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
歴
史
学
の
成
果
か
ら
得
ら
れ
た
こ
の
時
代
の
社
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
情
報
、
す
な
わ
ち
、
様
々
な
局
面
に
お
け
る
制
度
や
故
実
、
そ
し
て
身
分
秩
序
、
あ
る
い
は
文
書
発
給
の
形
態
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
科
学
的
な
検
証
に
耐
え
う
る
祖
師
伝
の
理
解
・
解
明
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
自
己
満
足
の
言
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
ん
な
観
点
か
ら
、
本
稿
が
中
世
仏
教
史
の
研
究
に
少
し
で
も
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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(
1
)
了
行
・
道
源
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
了
行
の
周
辺
」
『東
方
学
報
』
(第
七
三
冊
、
二
〇
〇
一
年
)
、
「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入
宋
・
渡
元
ー
武
士
論
の
視
点
か
ら
ー
」
(
『鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
〇
年
)
、
「鎌
倉
時
代
に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由
縁
の
学
僧
た
ち
の
活
動
-
了
行
・
道
源
に
関
す
る
訂
正
と
補
遺
1
」
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
)。
(
2
)
拙
稿
「中
世
成
立
期
の
安
房
ー
源
頼
朝
上
陸
の
背
景
ー
」
(京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
七
年
)
。
(
3
)
当
該
ジ
ャ
ン
ル
の
歴
史
学
研
究
者
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
意
見
が
呈
せ
ら
れ
て
い
る
。
安
藤
弥
氏
「
親
鶯
に
対
す
る
一
般
的
関
心
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
傾
向
と
し
て
史
実
と
伝
承
の
区
別
を
理
解
し
な
い
発
言
者
が
増
え
、
史
実
を
確
定
さ
せ
る
歴
史
学
的
基
本
手
法
を
知
ら
な
い
人
が
自
由
気
ま
ま
に
伝
承
を
史
実
だ
と
し
て
発
言
す
る
と
い
う
、
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
あ
る
。
」
(
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
六
日
、
国
鉄
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
た
中
世
史
研
究
会
例
会
の
報
告
「
親
鶯
後
半
生
の
歴
史
的
背
景
-
近
年
の
親
鶯
伝
研
究
へ
の
批
判
も
こ
め
て
ー
」
の
レ
ジ
ュ
メ
)
。
平
雅
行
氏
「
確
実
な
史
料
か
ら
ど
こ
ま
で
の
こ
と
が
究
明
で
き
、
ど
こ
か
ら
先
が
分
か
ら
な
い
の
か
、
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
の
線
を
指
し
示
す
の
が
、
歴
史
研
究
者
の
仕
事
だ
と
私
は
考
え
る
」
「
史
実
と
伝
承
を
混
濁
さ
せ
、
想
像
の
世
界
に
ま
で
立
ち
入
る
の
は
、
歴
史
家
と
し
て
の
本
分
を
忘
れ
た
悟
越
な
行
為
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
」
(
二
〇
一
一
年
、
法
蔵
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『歴
史
の
な
か
に
見
る
親
鶯
』
の
「
あ
と
が
き
」
)
。
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〔付
記
〕
本
稿
は
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
と
し
て
の
二
〇
一
六
年
度
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉
宇
都
宮
氏
親
鷲
忍
性
